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イスラエルは、高度な技術力に支えられたハイテク・IT 関連産業およびダイアモンド

加工産業で知られる。近年の海底ガス田の開発で変化する同国経済の近況を、貿易収支

への影響と、日本とのビジネス動向も含めて概観する。 

 

海底ガス田の開発 

イスラエルはエネルギーを輸入に依存しており、2009年の海底ガス田の発見以降も、

貿易収支は経常的に赤字が続いてきた1（図表 1）。しかし、水面下では同国のエネルギ

ー事情が徐々に変化している。産出するガスはまず自国消費し、余剰をパイプラインで

EU向けに輸出する計画が本年初めに具体化した2。今後、ガス生産が拡大すれば燃料の

輸入が減少し、さらにガスの輸出で貿易収支が改善することが見込まれる。 

 

図表 1： イスラエルの貿易収支 

 

（資料）Bank of Israel, IMFデータより作成 

                                                   
1 2019年、貿易赤字 114億ドルのうち燃料輸入が 80億ドルを占める。 
2 2020年 1月、イスラエル・キプロス・ギリシアがガス・パイプライン建設等で合意（次頁で詳述）。 
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図表 2： イスラエルの主要海底ガス田 

 

（資料）Delek Drilling社 Webより作成 

 

近隣諸国との経済連携 

海底ガス田が近隣諸国との経済連携のきっかけとなっている。イスラエルは 1947 年

の建国以来、敵対するアラブ諸国に囲まれ孤立してきた。1979 年にエジプトと、1994 年

にヨルダンと和平条約を締結したが、これまでのところ経済連携までは至らなかった。 

 イスラエルのガス田はエジプトおよびキプロスのガス田と隣接している。ガス輸出に

向けた連携構想が今回ようやく実現しそうである。キプロスとのパイプライン建設の合

意に加えて、エジプトがイスラエル産ガスの LNG 化を検討している。また、西の隣国

であるヨルダンはイスラエルからガスを輸入することに合意した。さらに将来、イスラ

エルとレバノン、シリアとの政治的対立が緩和すれば東地中海一帯にガスを仲介とする

経済圏が出現する可能性がある。 

 

日本とのビジネス 

近年日本からイスラエルへの直接投資が増加している（図表 3）3。イスラエルはハイ

テク・IT・最新医薬品関連に強い企業が多い。同分野に関心を持つ日系企業がイスラエ

ルとのビジネスを増やしていることを背景として二国間の交流が深まっている4。 

イスラエルに進出する日本企業も増加しており、2018 年現在 72社と中東ではサウジ

アラビアについで第 4位である。イスラエルがエネルギーを安定して確保できる様にな

れば、同国経済はさらに安定するものと思われ、日本とのビジネス拡大の後押し要因に

もなりそうだ。 

図表 3：イスラエルへの直接投資と日本の比率 

 
（資料）世銀データ、JETRO 資料より作成 

以 上 

                                                   
3 2017年、日本企業がイスラエルの中枢神経疾患治療薬メーカーを買収したため投資金額が過去最高とな

った。 
4 安倍首相も、2015年と 2018 年にイスラエルを訪問している。 

現状 規模

タマル・ガス田
2009年に発見。

2013年に生産開始。
2810億㎥

リバイアサン・ガス田 2010年に発見。現在開発中。 6050億㎥
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